
と
　
ば
　
　
　
　
　
　
　
と
　
ば
　
り

き
ゅ
う

京
で

鳥
羽
遺
跡

。
鳥
羽
離

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
中
島
鳥
羽
離
宮
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

答平
１０
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
吉
本
健
吾

。
尾
藤
徳
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
離
宮
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
飛
鳥
時
代
、
平
安
時
代
後
期
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
都
市
で
は
、
周
知
の
遺
跡
の
中
で
工
事
面
積
が
狭
小
な
場
合
、
工
事
に
伴

い
立
会
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
は
、
基
礎
工
事
面
積

一
六
〇
ド

の
掘
削
工
事
に
伴
う
立
会
調
査

で
あ
る
。

，

　

鳥
羽
離
官
跡
は
、
平
安
京
の

南

朱
雀
大
路
よ
り
南
方
に
延
び
る

練
作
道
が
鴨
川
と
交
差
す
る
あ
た

一爪辟

り
で
、
現
在

の
名
神
高
速
道
路

立
口肺
の一爪都
南
イ
ン
タ
ー
チ
エンジ

螂
の付
近
で
あ
る
。
白
河
上
皇
は
、

一
〇
八
六
年

（応
徳
一こ
、
鳥
羽

殿
の
造
営
に
着
手
し
、
南
殿

・
北
殿

・
馬
場
殿

・
泉
殿

・
東
殿

。
田
中
殿
の
順

に
造
営
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら
、
調
査
地
の
北
側
に
北
殿
の
勝
光
明
院

と
経
蔵
、
南
東
に
馬
場
殿

（現
在
の
城
南
宮
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
調
査
地
は
そ

の
間
の
池
の
中
と
推
定
さ
れ
る
。
基
礎
工
事
の
掘
削
深
は
三

・
三
ｍ
で
、
深
さ

一
・
五
ｍ
ま
で
の
盛
土
の
下
に
、
人
層
の
堆
積
層
が
観
察
で
き
た
。
深
さ

一
。

九
―
三

・
Ｏ
ｍ
の
第
三
―
七
層
は
、
推
定
ど
お
り
湿
地
状
の
堆
積
で
あ
っ
た
。

各
層
に
は
植
物
遺
体
が
混
じ
り
、
特
に
第
四

・
五

・
七
層
に
は
多
く
含
ま
れ
る
。

そ
の
う
ち
の
第
五
層
か
ら
鎌
倉
時
代
の
土
師
器
皿
と
と
も
に
、
木
簡
が
出
土
し

た
。
そ
の
下
層
の
第
六
層
か
ら
は
平
安
時
代
後
期
の
軒
瓦
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い

　

□
億
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ご

溢
巽
〓

ｏ解

木
簡
は
、
上
下
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
端
に
の
み
三
文
字
の
痕
跡
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
の
下
に
は
文
字
が
な
く
文
末
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

柿
経
の

一
部
と
思
わ
れ
、
「妙
法
蓮
華
経
第

一
巻
序
品
第

一
」
の
人
三
行
日
に

は

「教
諸
菩
薩
　
無
数
億
萬
」
と
あ
る
。

な
お
、
釈
読
は
井
上
満
郎
氏
、
西
山
良
平
氏
、
吉
野
秋
二
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

京
都
市
文
化
市
民
局

『京
都
市
内
遺
跡
立
会
調
査
概
報
』
平
成

一
〇
年
度

（
一
九
九
九
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（尾
藤
徳
行
）



1998年出土の木簡

京
都

・

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
都
市
南
区
久
世
殿
城
町

一
九
九
八
年
度
調
査
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
七
月
１

一

九
九
九
年
四
月

⑪
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

吉
崎
　
伸

・
出
口
　
勲

。
西
大
條
哲

集
落
跡

・
居
館
跡

弥
生
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
末
、
中
世

（
一
四
世
紀
末
―

一
六
世
紀
）、
近
世

6543 2  1

大家
藪基
遺
跡

大
藪
遺
跡
は
、
京
都
盆
地
西

部
を
南
流
す
る
桂
川
右
岸
の
沖

積
平
野
に
位
置
し
、
標
高

一

五
ｍ
前
後
の
微
高
地
上
に
立
地

し
て
い
る
。
縄
文
時
代
か
ら
近

０

世
に
至
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
。

立ロ肺

　

調
査
は
、
京
都
市
の
街
路
建

瑯

設
に
伴
う
も
の
で
、
検
出
し
た

遺
構
は
弥
生
時
代
後
期
の
集
落
、




